
平成™�年™月™Ÿ日 金曜日 第�™š 号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
四
十
六
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
八

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
用
生

物
学
的
製
剤
基
準
（
平
成
十
四
年
十
月
三
日
農
林
水
産
省

告
示
第
千
五
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安
全
管
理
課
及
び
都
道
府

県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
馬

桑
字
ヘ
グ
谷
四
二
八
の
一
、
四
二
八
の
三
、
四
三
二

の
一
、
四
三
五
、
四
四
四
の
一
、
四
四
四
の
二
、
四

四
八
、
四
五
一
、
四
五
五
、
四
五
九
の
一
、
四
五
九

の
三
、
四
六
〇
の
一
、
四
六
〇
の
三
、四
六
一
の
一
、

四
六
一
の
三
、
四
六
二
の
一
、
四
六
三
の
一
、
四
六

四
か
ら
四
六
八
ま
で
、
四
七
〇
、
四
七
四
の
一
か
ら

四
七
四
の
三
ま
で
、
四
七
四
の
八
、四
七
四
の
一
〇
、

四
七
六
の
一
五
、
四
七
六
の
二
七
、
字
ヘ
グ
渓
四
三

八
、
四
四
五
の
一
、
四
五
二

_

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
ヘ
グ
谷
四
二
八
の
一
・
四
三
二
の
一
・
四

三
五
・
四
四
四
の
一
・
字
ヘ
グ
渓
四
三
八
（
以

上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
笠
岡
市
関
戸
字
大

谷
一
三
一
五
の
一
、
一
三
一
六
、
一
三
一
七
、
一
三

一
八
の
一
、
一
三
一
八
の
二

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
笠
岡
市
役
所

及
び
奈
義
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
四
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
原

子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
大
規
模
工
業
基
地
企
業
立
地

促
進
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
大
規
模
工
業
基
地

企
業
立
地
促
進
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
大
規
模
工
業
基
地
企
業

立
地
促
進
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
（
平
成
十
四
年
経
済

産
業
省
告
示
第
三
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
八
条
の
二
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
三
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
二
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十

六
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四

十
五
年
建
設
省
告
示
第
千
五
百
五
十
二
号
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
二
の
表
中
「
百
分
の
五
・
二
五
」
を
「
百
分
の
五
・

四
」
に
、「
百
分
の
四
・
二
」
を
「
百
分
の
四
・
三
二
」に
、

「
百
分
の
三
・
一
五
」
を
「
百
分
の
三
・
二
四
」
に
改
め

る
。第

四
中
「
一
・
〇
五
倍
」
を「
一
・
〇
八
倍
」に
、「
〇
・

五
二
五
倍
」
を
「
〇
・
五
四
倍
」
に
改
め
る
。

第
五
中
「
一
・
〇
五
倍
」
を
「
一
・
〇
八
倍
」
に
改
め

る
。第

七
中
「
百
五
分
の
百
」
を
「
百
八
分
の
百
」
に
改
め

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）

附
則
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正

前
の
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
る
消
費
税
に
相
当
す
る
金
額
を
含
む
宅
地

又
は
建
物
の
売
買
、
交
換
又
は
貸
借
の
代
理
又
は
媒
介

に
関
し
て
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
報
酬
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
三
号

印
西
都
市
計
画
事
業
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
千
葉
北

部
地
区
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
に
係
る
次
の
工
区
に
つ

い
て
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
四
十
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
住
宅
市
街
地
開

発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
二
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

工
区
番
号

０
０
２
e

１
９
e

３
、
０
０
２
e

２
３
e

３
、
０
０
２
e

２
０
e

６
、
０
０
２
e

２
２
e

２
、０
０
２
e

２
２
e

４
、

０
０
２
e

２
４
e

５
、
０
０
４
e

０
１
e

２
、
０
０
４
e

０
２
、
０
０
４
e

０
３
e

２
、
０
０
５
e

３
１
e

５
、
０

０
５
e

３
３
e

２
、
０
０
５
e

３
４
e

５
、
０
０
８
e

０

６
e

１
、
０
０
８
e

０
６
e

２
、
０
０
８
e

０
６
e

３
、

０
０
８
e

０
６
e

４
、
０
０
８
e

０
６
e

６
、
０
０
８
e

０
６
e

７
、
０
０
８
e

０
６
e

１
０
、
０
０
８
e

０
６
e

１
１
、
０
０
８
e

０
６
e

１
２
、
０
０
８
e

３
１
e

１
、

０
０
８
e

３
１
e

２
、
０
０
８
e

３
１
e

３
、
０
１
２
e

２
１
e

１
、
０
１
２
e

２
１
e

２
、０
１
２
e

３
３
e

２
、

０
１
２
e

３
６
、
０
１
２
e

４
０
e

７
、
２
１
０
e

１
４

２
e

４
、
２
１
０
e

１
６
２
、
２
１
０
e

１
６
３
、
２
１

０
e

１
７
０
、
２
１
０
e

１
７
１

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
四
号

南
部
大
阪
都
市
計
画
事
業
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
和

泉
中
央
丘
陵
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
に
係
る
次
の
工
区

に
つ
い
て
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
四
十

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
住
宅
市
街

地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
二

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

工
区
番
号

１
e

１
、
１
e

４
、
２
４
e

２
、
２
４
e

４
、２
５
e

３
、

３
３
e

１
、
３
３
e

４
、
３
９
e

２
、３
９
e

４
、３
９
e

５
、
４
１
e

１
、
４
１
e

３
、
４
１
e

４
、
４
２
e

３
、

４
３
e

１
、
４
３
e

２
、
４
３
e

３
、４
３
e

４
、４
４
e

２
、
４
８
e

２
、
５
３
e

２
、
５
３
e

３
、
５
７
e

１
、

５
９
e

３
、
５
９
e

４
、
５
９
e

５
、６
４
e

２
、６
４
e

３
、
６
４
e

４
、
６
４
e

５
、
６
５
e

１
、
６
５
e

２

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
五
号

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）

第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
乗
用
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
標
準
運
送
約
款
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省

告
示
第
三
百
七
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
五
条
第
一
項
中
「
受
け
」
の
下
に
「
、
又
は
地
方
運

輸
局
長
に
届
出
を
し
て
」
を
加
え
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
十
九
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

日

時

平
成
二
十
六
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
月
十
九

日
ま
で
の
間
（
予
備
、
同
月
二
十
日
）
の
毎

日
〇
七
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

九
州
北
方
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Í
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
四
度
四
三
分
三
一
秒

東
経
一
三
〇
度
五
二
分
〇
一
秒

Ë

北
緯
三
四
度
〇
八
分
五
二
秒

東
経
一
三
〇
度
二
九
分
〇
一
秒

Ì

北
緯
三
四
度
一
六
分
五
七
秒

東
経
一
三
〇
度
一
二
分
三
七
秒

Í

北
緯
三
四
度
五
一
分
一
一
秒

東
経
一
三
〇
度
三
五
分
〇
六
秒

実
施
艦
等

二
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。
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